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会
経
済
は
内
外
と
も
に
新
型
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
甚

大
な
影
響
を
受
け
た
が
、と
り
わ
け
緊

急
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
、ま
た
、新
興
感
染
症
に
備
え
た
ワ
ク

チ
ン
お
よ
び
有
用
性
の
高
い
治
療
薬
の

開
発
と
供
給
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。

　

岸
田
内
閣
は
経
済
安
全
保
障
を
国

政
の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
、

半
導
体
・
レ
ア
ア
ー
ス
・
食
糧
等
を
戦

略
物
資
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。ま
た
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
先
端
技
術

を
利
用
し
た
医
薬
品
の
開
発
と
供
給
も
、

国
民
生
活
の
安
心
の
観
点
は
も
と
よ
り
、

中
国
の「
ワ
ク
チ
ン
外
交
」に
み
ら
れ
る

よ
う
に
世
界
経
済
に
お
け
る
優
位
性
の

確
保
と
い
う
戦
略
の
観
点
か
ら
重
要
性

を
増
し
て
き
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
が
国
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
中
、令
和
4
年
度
予
算
案
編
成

が
行
わ
れ
、診
療
報
酬
改
定
が
大
き
な

争
点
に
な
っ
た
。国
民
医
療
費
は
、10
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
一
部
負

担
の
原
則
2
割
へ
の
引
き
上
げ
に
よ

り
国
費
ベ
ー
ス
で
約
3
0
0
億
円
の

減
少
、薬
価
と
市
場
実
勢
価
格
の
平
均

乖か
い
り離

率
は
約
7
・
6
％
で
、薬
価
改
定
に

よ
り
国
費
ベ
ー
ス
で
約
1
6
0
0
億

円
、特
定
保
険
医
療
材
料
等
の
価
格
と

の
平
均
乖
離
率
は
約
3
・
8
％
で
、価
格

改
定
に
よ
り
国
費
ベ
ー
ス
約
20
億
円
の

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

他
方
、看
護
師
・
介
護
士
等
の
処
遇

改
善
が
令
和
4（
2
0
2
2
）
年
2
月

〜
9
月
ま
で
は
税
負
担
で
、10
月
以
降

は
診
療
報
酬
、介
護
報
酬
で
実
施
さ
れ
、

+
0
・
2
％
程
度（
国
費
ベ
ー
ス
で
約

1
0
0
億
円
）、ま
た
、不
妊
治
療
の
保

険
適
用
で
+
0
・
2
％
程
度（
国
費
ベ
ー

ス
で
約
1
0
0
億
円
）の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

診
療
側
は
、医
療
機
関
経
営
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
収
益
は
大
き
く
悪
化

し
た
と
し
て
全
体
と
し
て
の
プ
ラ
ス

改
定
を
要
求
し
た
。こ
れ
に
対
し
健
保

連
な
ど
支
払
い
側
は
、国
民
皆
保
険
制

度
の
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
高
め

つ
つ
、医
療
提
供
体
制
を
新
興
感
染
症

に
も
強
い
効
率
的
・
効
果
的
な
仕
組
み

へ
再
構
築
す
る
こ
と
や
、高
い
水
準
の

自
然
増
を
考
え
れ
ば
、診
療
報
酬
を
引

き
上
げ
る
環
境
に
な
く
、国
民
の
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
り
、配
分

の
見
直
し
に
主
眼
を
置
い
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
改
定
と
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
く
主
張
し
た
。最
終
的
に
財
務
・
厚

労
大
臣
折
衝
に
よ
り
診
療
報
酬（
本
体
）

は
+
0
・
43
％
の
政
治
決
着
と
な
っ
た
。

　

こ
の
改
定
率
の
下
で
診
療
報
酬
・
薬

価
改
定
が
行
わ
れ
る
が
、前
述
の
よ
う

な
経
済
安
全
保
障
の
視
点
や
患
者
・
国

民
が
必
要
と
す
る
有
用
性
の
高
い
新
薬

の
開
発
・
供
給
と
い
う
生
活
安
全
保
障

の
視
点
を
踏
ま
え
る
と
、既
得
権
の
保

護
か
ら
脱
却
し
、ま
さ
に
配
分
の
見
直

し
に
主
眼
を
置
い
た
メ
リ
ハ
リ
の
利
い

た
診
療
報
酬
改
定
、薬
価
基
準
制
度
の

運
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、良
質
で
低
廉
な
後
発
品
の
安

定
供
給
に
つ
な
が
る
薬
事
承
認
と
薬
価

基
準
収
載
方
式
の
あ
り
方
、有
用
性
の

高
い
画
期
的
新
薬
の
開
発
と
国
民
負
担

の
両
立
に
資
す
る
薬
価
算
定
方
式
の
実

現
に
向
け
て
、新
薬
の
費
用
対
効
果
評

価
、原
価
の
的
確
な
把
握
と
適
正
な
評

価
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
、談
合
体
質

を
排
除
し
た
透
明
性
の
高
い
公
正
取
引

の
実
現
は
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。

社

診療報酬・薬価改定と
皆保険体制
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